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 うるま市の女性会社員（20歳）が、死体で発見された事件の衝撃は、日本中をかけめぐりました。 

女性の声が政治に投影され、暴力のない安全で平和で民主的な社会にすべく運動をしてきた私たち

全国フェミニスト議員連盟は、被害女性の親族や友人、関係者、沖縄県民の皆様の悲しみと怒りをと

もに共有し、ここに抗議の意を表します。 

 

逮捕されたのは、嘉手納基地で働く元海兵隊員の軍属の男性でした。男性の供述に基づいた沖縄県

警発表によると、被害女性は、殴打され暴行され殺害され捨てられました。 

彼女は、「ウォーキングしてくる」と外に出たそうです。ふだんの生活の中での急襲でした。彼女

の脅え、恐怖、悔しさはいかばかりだったことでしょう。 

 

米軍基地が集中することによって、危険と恐怖に陥れられる女性の日常と女性の人権。米兵や米軍

属の犯罪におびえて暮らさなければならない日々。戦後７１年たった今も続いている、この異常さ。 

あらためて沖縄県民、とりわけ沖縄の女性たちとともに激しい憤りを表明します。 

 

沖縄では米軍人・軍属等による事件・事故等が発生する度に、日米両政府に対して再発防止策と綱

紀粛正を訴えてきたにもかかわらず、またしても市民が犠牲となる凶悪事件が発生しました。日米両

政府は、沖縄県民の犠牲を断ち切るべく、抜本的な対策を講じるべきです。  

１９７２年の復帰から２０１５年までの米軍関係者による犯罪検挙件数は５８９６件だそうです。

しかしながら、「基地・軍隊を許さない行動する女たちの会」によると、戦後の米兵による性犯罪の記

録には、「検挙」にいたっていない被害も数多くあるといいます。女性の人権のために運動をしてきた

女性団体の調査・抗議を真摯に受け止めるべきです。 

本連盟は、女性の命を奪い、女性の尊厳を根底から破壊する今回の強姦殺人事件に関し、渾身の怒

りを込めて厳重に抗議するとともに、下記の事項を早急に実現されるよう日本政府に要求します。 

                  記 

1. 遺族への謝罪並びに完全な補償を求めること。 

2. 日米両政府は、「基地・軍隊を許さない行動する女たちの会」などの女性運動団体の調査や報告を

よく聞き、実態把握につとめること。 

3. 日米両政府は、米軍人・軍属等の綱紀粛正と人権教育を徹底的に図るとともに、実効性のある抜本

的な再発防止策を講じ公表すること。 

４.日米地位協定に規定されている米軍属の管理体制と責任の所在を明らかにするよう求め、基地の整

理・縮小・廃止を含めた日米地位協定の抜本的な見直しを求めること。 


